
平成２０年度新規プロジェクトの提案募集について
バイオテクノロジー開発技術研究組合
常務理事　服部　薫
時下　益々ご清祥の段、心よりお慶び申し上げます。

また、日頃より当組合の研究開発プロジェクト等の実施運営につきまして並々ならぬご支援、ご協力を賜り、深く御礼申し上げます。

さて、ご高承のとおり、当組合は国のプロジェクトの協同受託機関として永年の間その役割を果たすとともに、国民生活を格段に向上させることが期待されるバイオテクノロジーの新規な開発／応用に関する具体的提案と実施を通じて、バイオ関連産業の発展に寄与したいと思っております。

昨年同様、今後の新規プロジェクトのご提案を下記のとおり募集致したく、研究開発に携わる皆様に広くご案内申し上げます。誠に勝手ながら、平成２０年度予算要求分の受付締め切りは平成１９年１月末日とさせていただきますが、緊急な場合も想定し常時オープンと致しますので、その後につきましても引き続きご連絡をお願いします。

なお、承りましたご発案の内容や文書等は厳重な守秘義務の下に管理することは当然でございますが、経済産業省、ＮＥＤＯ等当局への直接提案の取次ぎやコンソーシアム編成活動（勉強会、研究会）等もご支援致しますので、お気軽にご相談されたく併せてお願い申し上げます。

また、既にいくつかお話を承っております案件もございますが、日頃より共同研究等の連携関係にある内外の関係者の方々にもご照会いただけましたら幸いです。
記

１．研究開発の対象技術

　　生物／生命現象の探索解明及び科学的有用知見を根拠に、新規な又は大幅な改良をもたらすバイオテクノロジー技術およびその応用／利用関連技術の開発であって、国民生活上の経済的、質的、問題解決的ブレークスルー効果が大きいもの

２．開発成果の対象分野（出口、目的分野）

　　社会保険なかんずく国民医療保険の財政逼迫に拍車が掛かるほどに健康への国民的志向・ニーズが否が応にも高まっており、難病／心身障害は勿論のこと癌、糖尿病、生活習慣病等を如何に克服し予防していくかということが美しい日本の姿に立ちはだかる大問題として認識されている。内閣府に設置された「新健康フロンティア戦略賢人会議」（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkou/index.html）においては、革新的治療技術の開発に加え、特に健康寿命の延伸を図る技術開発が国民生活・経済の維持向上にとりダブル効果的恩恵をもたらすアプローチとして期待されている点に鑑み、以下のような分野を中心にプロジェクトの構想・要素技術など幅広く募ります。
①健康管理／疾病予防関連
　（例）ＤＮＡ由来体質測定システム、簡易個人健康検査システム、健康増進機能性食品／薬膳、etc.

②ＴＲ（トランスレーショナル・リサーチ）（平成１９年度実施分を含む）

　基礎研究の成果を、医療現場で安全／安心／容易に使える医療品／検査診断サポートシステム／治療方法・ガイド等の開発に橋渡しをする研究及びそのための前臨床研究

③経済産業省（ＮＥＤＯ）の技術戦略マップ（ロードマップ）(http://www.meti.go.jp/policy/kenkyu_kaihatu/TRM2006/7.life-all.pdf)にマッチする開発テーマであって産学連携コンソーシアムにより実施することが適当なもの及び関連要素技術
④その他、創薬・創材、再生補完医療、遺伝発生制御等バイオテクノロジーの利用／応用力／アイディアがキーとなる研究開発

３．募集期間

　　２００６年１２月２０日～２００７年１月末日（平成２０年度予算要求案件）

４．提案文書等

　　構想／アイディア募集の段階ですので、先ずはメール等で承りますが、可能な場合は以下のようなご提案骨子文書のご提出によりお願いいたします。

・Ａ４版縦、横書き、様式自由とします。（１枚程度）

　・ご提案プロジェクト等の骨子（何を（問題・課題・対象）、何故（動機・背景）、如何に（根拠・方法）、成果のイメージ（製品／システム、ＤＢ／ライブラリー、基準、プロセス等）、社会経済考価・事業化ニーズ等）をお書き下さい。

　・非公開文書（組合及び当局以外）については、その旨明記してください。

　

５．受付窓口

　　赤石、槇野　np20@ra-bio.or.jp
バイオテクノロジー開発技術研究組合
Research Association for Biotechnology(RAB)
（TEL）０３－３５９５－０３７２
（FAX) ０３－３５９５－０３７４
（URL)  http://www.ra-bio.or.jp/
 
〒１０５－０００３
東京都港区西新橋２－３－９　宮下ビル３階
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